
No. 質問 回答

1

実施要領 ２（２）（範囲）は田村市となっていますが、今

後、貴市、小野町、三春町以外の市町との広域連携可能性は

ございますか。

広域連携の可能性は今の所ありません。

2

実施要領 ３（１）現行の処理状況内で現状の「焼却残渣」

の処理委託における処理方法をご教示お願いします。

焼却残渣につきましては、民間業者が保有する管理型最終処分

場に処理委託を行っています。

3

実施要領 ３（２）②田村リサイクルプラザ内で「容器包装

プラスチック類」を処理されていますが、それ以外のその他

プラスチック類は「もやせるごみ」として処理されています

か。また今後、本施設整備事業において「プラスチック資源

循環促進法」に準拠した処理を検討されますか。

容器包装プラスチック以外のプラ（以下「製品プラ」）は燃や

せるごみとしてたむらクリーンセンターで焼却処理をしてお

り、今の所、プラスチック資源循環促進法（以下「プラ新

法」）に準拠した処理を行う予定はありません。

なお、次期廃棄物処理施設の整備にあたり、循環型社会形成推

進交付金を活用する方針となった場合はプラ新法への対応が必

要と考えますが、その場合、製品プラ+容器包装プラの一括回

収を行い、たむらリサイクルプラザを改造し処理を行うことが

現実的と想定しています。これは、循環交付金を活用して建設

した、たむらリサイクルプラザを有効活用しなければならない

ことと、製品プラ収集にあたっては製品・容器プラ一括回収が

望ましいと考えるためです。なお、次期施設での製品プラへの

対応がリサイクルプラザの運営を阻害せず、また、市民負担の

少ない方法で行える場合は次期施設における製品プラ処理を否

定するものではありません。

4

実施要領 ３（２）④最終処分場の処分対象に「災害ごみ」

とありますが、本整備事業の対象施設でも受け入れ可能な

「災害ごみ」は受け入れることは想定されていますか。

災害廃棄物への対応は地方自治体の重要業務と認識しており、

有事の際には市内外を問わず、受け入れ可能なものは受け入れ

を行いたいと想定しています。

5

実施要領 ７（８）対話の方法内で「オンラインでのご参加

可能」となっておりますが、貴市にて対応可能なオンライン

での参加方法（Zoom,Teams等）をお教え下さい。

Teamsを利用する予定です。

なお、ご要望に応じて、ZoomやWebexでの対応も検討しま

す。


